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西洋の論じた日中・太平洋戦争 ―同時代英語文献復刻シリーズ　

第 2 次世界大戦後 70 年が過ぎ、歴史学をはじめ、政治学や国際関係学分野でも多様な太平洋戦争研究が進められ、開戦

に至った経緯や原因が、公文書や様々な一次資料使い緻密に解明されています。しかしその一方で、この戦争への海外か

らの視線や国際社会での同時代の議論について、実際に米英や中国、日本が英語で発信し、世界で読まれていた文献を検

証しての研究はまだ充分になされてはいないと言えます。

本コレクションは、日中・太平洋戦争に関する国際研究に不可欠なこのテーマに関しての文献 150 点強を集め、時代別

に 2 回配本計 12 巻の研究資料集として提供するものです。

■第 1回配本：太平洋戦争戦前期編（全６巻）　収録文献■
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(…) Buckley’s volume helps us understand recent Japanese history by putting it in the framework of 
global history. That, after all, is the only sensible way to study modern history. No country exists in 
isolation from other countries. Nor do individuals live their separate lives confined to their countries. 
Japan is no exception, and indeed few countries have been as dependent on other countries and 
people as the Japanese for their food, raw materials, manpower, and even for ideas and tastes. So, 
how globalization has come to Japan, and vice versa, is a key theme in modern world history, and 
reading this collection will be an excellent way to bring ourselves to that realization. 

入江昭（ハーヴァード大学名誉教授）
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編集・解説： Roger Buckley （元国際基督教大学教授）　序文：Ian Nish（ロンドン大学名誉教授）

2011年 11月刊行　約 4,500頁 （図版白黒含む）・B5判変形　本体セット価￥168,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-150-1

●占領下日本に関する占領期および前後に発表された英語文献を復刻集成する、初の本格的資料集。
●第 1回配本では、時代およびテーマ別に 23点の文献を 10巻に収録。
●大戦終結前に米国ですでに始まっていた「戦後日本」に関する議論から、サンフランシスコ講和条約後の占領
期の政策への評価まで、英国、オーストラリア等米国以外での出版物も含め収録し、占領下日本に対する連合
国内の思惑の差異や複雑な視点を反映する多様な文献を、時系列的に配置。

●政治学者、連合国軍関係者、ジャーナリストなど異なる立場の著者に加え、唯一の非政府国際研究機関であっ
た太平洋問題調査会の刊行物や、同調査会の日本支部が出版した英語文献など日本の出版物も含む。

●政治・経済関連だけでなく、米国軍司令部による米国人日本訪問者向けの日本ガイドとイギリス連邦軍司令部
による同様のガイドも併置、文化面も含めた占領下日本の多角的な研究史資料集として最適。

●編者による詳細な解説付。

第２回配本：パンフレット、新聞・雑誌記事復刻集成　全 10 巻

The Post-War Occupation of Japan 1945-1952,
from Pre-Surrender to Post-San Francisco Treaty,
Series 2: Pamphlets, Journal Articles & Press
編集・解説： Roger Buckley （元国際基督教大学教授）　序文：Arthur Stockwin（オックスフォード大学名誉教授）

2013 年 5 月刊行　B5 判変形　本体セット価￥168,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-151-8

★貴重な一次史料含む 240 点強の文献のコレクション★
占領期日本に関する同時代の主要英語文献・資料を編集復刻するシリーズの第 2 回（完結）編です。第 2 回は雑誌、新

聞やパンフレットに発表された記事、論文や GHQ の報告書など 240 点強を 10 巻に収録します。第 2 次大戦末に始まっ

ていた占領日本に関する米国内あるいは連合国間の議論、占領期の政策、東京裁判や新憲法制定、サンフランシスコ平

和条約等々に関する公的な報告や新聞・雑誌に報道など、同時代の英文主要史資料の一覧参照を可能にする至便な文献

集です。占領下日本の統治については、連合各国間だけでなくアメリカ政府やメディア、世論の間にも多くの異論があ

りましたが、その議論の過程は公式な資料とともに、一般の新聞、雑誌、専門・学術誌などの記事を広く通観すること

により、より鮮明に浮かび上がってきます。しかしながら、公的機関、半官的な組織の報告書、会報やパンフレット、

New York Times、Fortune、 The Economists など一般誌紙、Institute of Pacific Relations（太平洋問題調査会）の出版し

た Pacific Affairs 誌、American Institute of Pacific Relations 刊行の Far Eastern Survey、そして日本人ジャーナリストや

知識人が英文で刊行した Contemporary Japan 誌のような民間のオピニオン誌等々、膨大な量の出版物に発表されたこ

の時代の調査、探索には多大な時間を要します。これら多数の文献から立場の異なる著者、出版団体による報告、記事、

論文などをバランスよく選書している本コレクションは、占領期研究だけでなく、より広く日本近代史、戦中・戦後史

の研究や教育に必携のレファレンスです。第1回配本の書籍復刻集成全10巻と合わせ、是非研究、教育にご活用ください。

●関連出版社 Edition Synapse の出版物のご案内●

残部僅少


